
北の縄文を学ぼう！
ビデオクリップ①～縄文ってなに？～

縄文学びのガイド
先生向け

令和4年度文化芸術振興費補助金
地域文化財総合活用推進事業（世界文化遺産）



ビデオクリップ 解説（縄文時代の時期区分）

縄文文化は、土器の特徴により６つの時期に
区分されます（左表）。
現在では縄文土器の特徴をもとにした時期区

分が広く用いられています。文化の内容を根拠
とした時期区分の必要性を指摘する研究者もい
ますが、さまざまな見解があり、議論が続けら
れています。
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出典：縄文遺跡群世界遺産登録推進本部
『北海道・北東北の縄文遺跡群』（平成28年）



ビデオクリップ 解説（縄文時代の前後の時代）

旧石器時代から縄文時代までは北海道から沖縄までほぼ同じような文化の内容だったと言えますが、北海道
は、弥生時代以降になると「続縄文文化」や「擦文文化」、「アイヌ文化」のように本州とは異なる文化の名
前で呼ばれます。
これは本州・四国・九州が水稲農業を行い「農耕社会」になったのに対して、北海道は縄文時代と同じ狩

猟・漁労・採集を行う生活を続けていて、独自の文化をもっていたためです。

出典：伊達市教育委員会
https://www.city.date.hokkaido.jp/funkawan/detail_sp/00003169.html
※一部改変
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旧石器時代 縄文時代
弥生
時代

古墳
時代

飛鳥
時代

奈良
時代

平安
時代

鎌倉
時代

室町
時代

安土桃
山時代

江戸
時代

明治
時代

（原始） （古代） （中世） （近世） （近代）

旧石器文化 縄文時代
弥生
文化

古墳
文化

飛鳥白鳳
文化

天平
文化

平安
文化

鎌倉
文化

室町
文化

桃山
文化

江戸
文化

旧石器文化 縄文文化
続縄文文化 擦文文化

アイヌ文化
オホーツク文化

日本の
時代区分

（歴史区分）

本州・四国
九州の文化

北海道の
文化

▼35,000年前 ▼15,000年前 ▼2,500年前 ▼1,700年前▼1,400年前▼1,300年前 ▼1,200年前 ▼800年前 ▼650年前 ▼450年前 ▼400年前 ▼150年前

https://www.city.date.hokkaido.jp/funkawan/detail_sp/00003169.html


ビデオクリップ 解説（縄文土器の意義）

縄文文化の特徴は、縄文土器の使用と定住生活です。北海道で最も古い土器は帯広市の大正3遺跡から出土
したもので、約1万4千年前の土器とわかっています。
縄文時代の最大の特徴は「定住生活」ですが、人類の長い歴史をみると獲物を追いながら「移動生活」をし

ていた期間のほうが圧倒的に長く、定住は人類の歴史にとって大きな転換点になりました。充分な食料が確保
できたこと、その食料を土器によって加工・保存できるようになったことで定住生活が可能となりました。

道内最古の縄文土器（大正3遺跡、佐藤雅彦氏撮影） 縄文土器（大船遺跡）
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画像の出典・提供：帯広百年記念館（大正3遺跡）、JOMON ARCHIVES（大船遺跡）



ビデオクリップ 解説（縄文人の食生活）

縄文時代の人々は、海、山、川といった周辺の自然を観察し、四季折々の恵みから巧みに食料を得ながら暮
らしていました。また、フラスコ状土坑という木の実などの食料を保管する施設もつくっています。
太平洋側の内浦湾沿岸や汽水域では、貝塚が盛んに作られました。貝塚内に埋葬人骨や大量の土器・石器が

含まれることから、貝塚は単なる生活廃棄物の集積場所ではなく、祭祀・儀礼の場としての機能も有していた
と考えらえます。

貯蔵穴（大船遺跡）

小林達雄博士の原案による
「縄文カレンダー」

貝塚の断面（北黄金貝塚、佐藤雅彦氏撮影）
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画像の出典・提供：函館市教育委員会（縄文カレンダー）、JOMON ARCHIVES（大船遺跡）、伊達市教育委員会（北黄金貝塚）



ビデオクリップ 解説（縄文人の道具）

●矢じりやナイフ
矢じりは、弓矢の矢の先に取り付け、中・小型動物の狩猟に使っていることがわ

かっています。その他、矢じりと同様の技術で作った石器は、、獲物の解体や皮剝
に使うナイフやスクレーパーなどとしても使われました。

丁寧に作られた石の刃物
（矢じりやナイフ）
【垣ノ島遺跡（函館市）】

●漁労具
動物の骨や角からモリ・ヤス・釣針などが製作されました。釣針は大きさも形も

さまざまで魚種によって使い分けていたことがわかります。石錘（せきすい）は扁
平な石の両端を打ち欠いて網の錘としたもので、網漁も行われていたことがわかり
ます。

石錘
【垣ノ島遺跡（函館市）】

●祭祀具
北黄金貝塚（伊達市）では、縄文時代前期の鯨骨や鹿角で作った骨刀や透かしの

入ったスプーンなど他に類例がない遺物が貝塚から見つかっています。貝塚からは
人の墓や動物儀礼の痕跡が確認されていることから、あらゆるものの命を送るため
の特別な儀式に使用されていたと考えられます。

スプーン状骨角製品
【北黄金貝塚（伊達市）】
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画像の出典：JOMON ARCHIVES
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じょうもん じ だい よ

②どうして「縄文時代」と呼ばれているのだろう。

じょうもん ど き

③縄文土器についてわかったことをメモしよう。
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ねん くみ な まえ

年 組 名前

きた じょう もん まな

北の縄文を学ぼう！
じょう もん

ビデオクリップ①～縄文ってなに？～

【答え】今から約1万5千年前から約1万年以上続いた。

【答え】この時代には、土器の表面に縄目の模様のある「縄文土器」が使われたから。
【解説】縄文土器の特徴などから古い順に、草創期、早期、前期、中期、後期、晩期の6つの時期に

細かく分けられていることにも言及できればよい。

【答え】鍋のように食べ物を煮て調理した。／食べ物などを保存する容器として使った。
土器などの道具を使うことで、定住生活ができるようになった。

【解説】縄文土器の使用目的に限定することなく、縄文土器の使用により、食料調達の安定化と
定住生活を可能としたことまで言及できるとよい。

じょうもん じ だい いま なん ねんまえ はじ つづ

①縄文時代は今から何年前に始まり、どのくらい続いたのだろう。

解説



じょうもん じん つか どう ぐ なま え どう ぐ つか かんが

④縄文人が使った道具の名前とその道具をどのように使ったか考えよう。

7

ねん くみ な まえ

年 組 名前

きた じょう もん まな

北の縄文を学ぼう！
じょう もん

ビデオクリップ①～縄文ってなに？～

どう ぐ なまえ

道具の名前
つか かた

使い方

縄文土器

【答え】調理や貯蔵に使った。

【解説】縄文土器の使用目的に限定することなく、
縄文土器の使用により、食料調達の安定化と定住生

活を可能としたことまで言及できるとよい。

石の刃物（ナイフ・石鏃）

【答え】狩りをしたり、肉を切ったり皮をはいだり
した。
【解説】石器は弓矢や槍の先につけて使用するとと
もに、落とし穴を作ってエゾシカなどを追いかけて
仕留めていたといった具体的な狩猟の方法について
も言及できるとよい。

石皿とすり石

【答え】堅い木の実をすりつぶし食べやすくした。

【解説】クリやクルミ、トチノミなどの堅い木の実
は、すり石や敲き石と石皿によって粉砕・製粉され、
食べやすく加工された。

解説


